
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

昨
年
７
月
の
西

日
本
集
中
豪
雨

に
よ
っ
て
、
河

川
の
氾
濫
や
洪

水
、
土
砂
災
害

等
で
死
者
２
６

３
人
、
負
傷
者
４
８
２
人
、

住
家
損
壊
２
万
２
千
世
帯
。

本
年
９
月
の
15
号
台
風
の
首

都
圏
直
撃
で
最
大
93
万
件
の

停
電
と
そ
れ
に
起
因
す
る
二

次
被
害
で
大
き
な
生
活
へ
の

支
障
が
生
じ
ま
し
た
◆
こ
の

異
常
気
象
が
進
む
と
人
間
社

会
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し
、
真
水
資
源
の
枯
渇
、
農

業
・
漁
業
な
ど
の
食
糧
問
題

深
刻
化
、
生
物
相
の
変
化
な

ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
◆
気
象

庁
に
よ
る
と
記
録
的
猛
暑
な

ど
の
異
常
気
象
の
要
因
は
、

長
期
的
な
地
球
温
暖
化
と
北

半
球
海
水
温
の
上
昇
で
あ
る

と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
◆
地

球
規
模
の
温
暖
化
は
、
人
間

の
産
業
活
動
等
に
よ
っ
て
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
が

主
因
と
い
わ
れ
、
排
出
量
制

限
な
ど
の
規
制
と
緩
和
策
の

開
発
・
普
及
が
求
め
ら
れ
ま

す
◆
産
業
界
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
電
気

自
動
車
、
バ
イ
オ
燃
料
の
開

発
を
進
め
、
政
府
・
自
治
体

は
洪
水
か
ら
人
命
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
の
災
害
対
策
を

行
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

�

（
笠
原
）

　

群
馬
県
が
募
集
し
た
前
橋
市
広
瀬
第
二
県
営
住
宅
地
域
開
放
ス
ペ
ー
ス
事
業
の
運
営

事
業
者
と
し
て
群
馬
中
央
医
療
生
協
が
他
の
２
団
体
と
と
も
に
選
定
を
受
け
、
９
月
か

ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
県
内

で
も
初
め
て
の
事
業
で
あ
り
期
待
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
生
協
は
運
営
の
代
表
団
体
と

し
て
群
馬
県
こ
ど
も
未
来
部
子
育
て
・
青
少
年
課
と
も
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
準
備
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。
事
業
の
詳
細
と
今
後
へ
の
期
待
等
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

祉
会
の
「
ふ
く
し
な
ん
で
も

相
談
事
業
」
と
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
ぐ
ん
ま
の
「
食
事

を
提
供
す
る
居
場
所
『
ほ
ぺ

た
ん
広
場
』」を
提
案
し
ま
し

た
。

　

運
営
事
業
者
と
し
て
当
生

協
含
む
３
団
体
が
選
定
さ

れ
、
７
月
に
群
馬
県
と
代
表

団
体
で
あ
る
群
馬
中
央
医
療

生
協
が
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
当
生
協
と
と
も
に
運
営

事
業
者
に
選
定
さ
れ
た
団
体

は
、
す
で
に
無
料
学
習
支
援

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
で
実

績
が
あ
る
二
つ
の
N
P
O
法

人
で
す
（
表
１
）。
３

団
体
に
よ
る
事
業
者

会
議
を
重
ね
な
が
ら

準
備
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。

群
馬
県
か
ら
期

待
の
声

　

会
場
は
改
修
さ
れ

た
県
営
住
宅
72

－

Ａ

棟
の
１
階
部
分
で
、

地
域
開
放
室
１
・
２

及
び
キ
ッ
チ
ン
と
倉

庫
が
完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
手
洗
い
や
ト

運
営
事
業
者
に
３
団
体

が
選
定

　

２
０
１
９
年
３
月
12
日
付

け
で
群
馬
県
が
募
集
、
４
月

11
日
の
運
営
事
業
者
説
明
会

を
経
て
、
５
月
17
日
を
期
限

に
事
業
提
案
書
の
受
付
が
あ

り
ま
し
た
。
群
中
生
協
と
し

て
は
、
現
在
広
瀬
町
で
行
っ

て
い
る
高
齢
者
の
安
心
の
居

場
所
「
お
茶
の
み
保
健
室
」、

無
料
学
習
支
援
「
ひ
ろ
せ
川

教
室
」
の
移
設
、
連
携
団
体

に
よ
る
新
た
な
事
業
と
し

て
、
社
会
福
祉
法
人
協
同
福

イ
レ
も
２
か
所
設
置
さ
れ
て

お
り
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
食

事
を
提
供
す
る
場
合
の
設
備

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
こ
ど
も
未
来
部
子

育
て
・
青
少
年
課
の
担
当
者

の
方
か
ら
も
こ
の
事
業
へ
の

期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。地

域
開
放
ス
ペ
ー
ス

で
の
事
業
開
始
に
寄

せ
て

群
馬
県
こ
ど
も
未
来
部

子
育
て
・
青
少
年
課

　

近
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
子
ど
も
食
堂
や

無
料
学
習
塾
等
と
い
っ

た
子
ど
も
の
居
場
所
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

全
国
的
な
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
本
県
に
お

い
て
も
、
把
握
し
て
い
る

子
ど
も
食
堂
や
無
料
学

習
塾
が
平
成
28
年
度
末

の
31
団
体
か
ら
、
平
成
30

年
度
末
に
は
90
団
体
と

２
年
間
で
急
増
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
背
景
の

群
馬
県
初
の
事
業
と
し
て
期
待

地
域
開
放
ス
ペ
ー
ス
事
業
者
に
当
生
協
が
選
定
さ
れ
る

中
、
県
で
は
モ
デ
ル
的
な

取
組
と
し
て
、
広
瀬
第
二

県
営
住
宅
の
改
修
に
合

わ
せ
、
建
物
の
一
部
を
子

ど
も
の
居
場
所
等
を
通

じ
て
、
地
元
の
子
ど
も
や

お
年
寄
り
が
集
え
る
場

所
「
地
域
開
放
ス
ペ
ー

ス
」
と
し
て
整
備
し
ま
し

た
。
こ
の
場
所
で
の
群
馬

中
央
医
療
生
活
協
同
組

合
を
中
心
と
し
た
複
数

の
事
業
者
に
よ
る
工
夫

を
凝
ら
し
た
活
動
が
地

元
の
方
々
の
交
流
を
生

み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
へ

　

当
生
協
で
は
こ
れ
ま
で
も

医
療
・
介
護
事
業
や
健
康
づ

く
り
な
ど
の
組
合
員
活
動
を

通
し
て
広
瀬
町
に
関
わ
っ
て

き
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
け
る
地
域
課
題
も
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
今
回
群
馬
県

か
ら
運
営
事
業
者
と
し
て
選

定
さ
れ
た
こ
と
を
好
機
に
地

元
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
連

携
・
協
同
を
強
め
な
が
ら
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の

一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

表１　地域開放スペース事業者及び活動内容
運営事業者名 住所・TEL 活動内容 実施日 開始日

群馬中央医療
生活協同組合

（代表団体）

前橋市朝倉町830-1
TEL：027-265-3531

無料学習支援
「ひろせ川教室」

木曜日
16時30分～
18時15分

９月12日～

居場所
「お茶のみ保健室」

月・火・木・金
10時～ 12時

11月５日～
開始予定

社会福祉法人協同福祉会
「ふくしなんでも相談」

火曜日
午後

10月～
開始予定

コープぐんま
居場所・食事提供

「ほぺたん広場」

第３土曜日
11時～ 14時

未定

NPO法人学習
塾HOPE

高崎市下小塙町1387-7
TEL：027-362-6178

無料学習支援
「前橋広瀬教室」

火曜日
18時30分～
20時30分

９月17日～

NPO法人ター
サ・エデュケ
ーション

前橋市二宮町1291-6
TEL：027-226-5243

不登校を対象とした
「フリースクールこらん
だむ」

第２・４土曜日
13時～ 17時

未定

無料学習支援スペース
「ナリキン」

第２・４土曜日
13時～ 17時

未定

⑴ 　　　��（毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2019.10.1 第642号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）

医療費でお困りの方ご相談ください
無料・低額診療事業行っています
前 橋 協 立 病 院	 TEL:027-265-3511
太田協立診療所	 TEL:0276-45-4911
前橋協立診療所	 TEL:027-231-6060
桐生協立診療所	 TEL:0277-53-3911
協立歯科クリニック	 TEL:027-265-6601

642
10月号 / 2019年
群馬中央医療生活協同組合

定価　1部　30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）

発　行　〠371-0811�前橋市朝倉町830-1
発行人　岡田桂一
編　集　くらしと健康編集委員会
　　　　　　　　　http://www.kyouritsu.org/

TEL　027-265-3531
FAX　027-265-3532
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2019年度生協強化月間がスタート　10/1 ～ 11/30

協同・連携の力で、つながりと
くらし安心ネットワークを広げよう！

キーワード　「つながる」「出かける」「知らせる」

これぞ医療生協の魅力！
組合員・職員合同研修会103名が集い交流！8/20

　８月20日（火）に組合員・職員合同研修会を群馬県生涯学習センターにて開催しました。群中生協の地域や事業所から15演題
の実践報告のあと15のグループに分かれてのディスカッションで交流を深めました。
　職員からは、事業所と支部の連携で退院後の患者さんの生活を支援する取り組みや患者さんの願いをかなえる病棟の取り組み、
無料低額診療事業・手遅れ死亡事例、患者さんのための多職種協同の取り組み、気になる患者さんへの事業所の取り組み、訪問で
見えてきた地域の光景について報告、組合員からは、たまり場やサロンの取り組み、多世代交流で仲間づくりの取り組み、事業所
から離れた地域での組合員活動が語られました。最後には平和の活動広げる班の取り組み、原水禁世界大会参加報告がありました。
群中生協の理念にもとづいた素晴らしい実践が共有され、参加者に共感と感動を与えました。また、医療生協の強みを実感できる
場として生協強化月間への弾みにもなりました。
　参加者の感想を一部ご紹介いたします。

　「一人一人に「訴える活動が大事！地道に署名とカンパを訴えよ
う」大泉千代田支部すずらん班の報告を受け、カンパを集めるとき
にヒバクシャ国際署名をお願いすることならできると思い、今後実
践していこうと決意しました。

　医療生協関わっていて良かったと思え
る実践報告でした。特に４階病棟と六供
支部組合員の退院後訪問、５階病棟の「人
生の最後をかなえる」職員と組合員の連
携で実現した報告にはジンときました。

　どの報告も大変参考になりまし
た。関連した理事長のご発言から、
群中がめざす医療活動の方向性が
理解できたような気がします。
　無低診も理解が深まるとともに
もっと多くの人に知らせていく必
要があると思いました。

　病棟に組合員さんが入り、退院後にかかわ
りをもてる体制を作れることは何かあった時
の安心につながると思いました。

　どれも患者さんのた
めに私たちができるこ
とを集約できると思い
ます。他の医療機関で
はまねできない素晴ら
しい取り組みだと強く
思いました。

　六供支部と４階病棟
の連携・協力がすごい
と思った。一つの壁を
打ち破ったような印象
です。

今年の生協強化月間に取り組む意義
■ この１年間の様々な取り組みの教訓（居場所・子ども食堂・無料低額診療事業周知訪問等）を共有しましょう。

■  群馬中央医療生協10年構想で示された「ありたい姿」の実現めざした事業と運動を具体的にすすめます。第６次五か年計
画の柱である前橋協立病院新病院建設に向け、議論の再開とともに基盤となる組織づくりを強めます。

■  消費税増税や医療・介護制度の内容、９条改憲の動きなど、私たちを取り巻く情勢にも目を向け、真実を知らせていきま
しょう。

■  医療生協の強みや存在を広く知らせましょう
　  強み＝医療・福祉の専門家である職員と地域にくらす組合員が力を合わせることで、安心してくらし続けられるまちづく

りに貢献すること＝まちづくりの主人公になること（事業利用だけでない）

■ つながりを求めている人・活躍の場を探している人とつながりましょう。

⑵く　ら　し　と　健　康2019.10.1 第642号 　く　ら　し　と　健　康



看護職員緊急募集
募 集 職：看護師・准看護師
勤 務 先：前橋協立病院の外来・病棟
　　　　　前橋協立診療所
　　　　　訪問看護ステーション・介護事業所
雇用条件：当生協の規定に従い相談
常勤で働ける方はもちろん、パート（半日でも可）を希望
する方、ご連絡・ご紹介をお待ちしております。

問い合わせ連絡先
群馬中央医療生活協同組合
前橋協立病院総師長室：新井里美
TEL：027-265-3511　（平日9：00--17：00）

　新しく理事になりました大塚と申します。
埼玉県の第一経営という事業所で中小企業相
手に税務申告、社会保険・労働保険、経営相談
などの仕事をしていましたが、館林の実家の
親の介護で７年前に館林に戻ってきました。
　第一経営も３年前に退職し、さて長年離れ
ていた地域社会でどう生きて行こうか？と考
え、これまでの自分の専門性をいかしながら、

つながりを少しづつつくろうと考えて、介護の「初任者研修
（旧二級ヘルパ－）」講座に参加したり、「市民後見人講座」な
ど受講したりしていました。館林・邑楽には「年金者組合」
があり、その役員になって「医療・介護福祉委員会」のメン
バ－として介護施設の見学などを進めていましたが、その頃
大泉千代田支部の「ゆいの家」の見学が契機となり医療生協
との出会いが生まれました。
　その後、館林の健康体操班の方々と映画「人生フル－ツ」
の上映会を取り組んだり、瀧口理事長や半澤先生を講師に招
いての講演会を開催したり、桐生の「みんなの家つつみ」の
見学など医療生協の活動にすっかりはまってしまって、理事
のお誘いを受けた次第です。
　「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重され
るまちづくりに貢献します」という理念がとても気に入って
います。

　桐生で子ども食堂のお手伝いをさせていた
だいている中で、医療生協の理事のお話をい
ただき、今まで医療生協の活動に全く関わっ
ていないのに無謀にも引き受けてしまいまし
た。理事会や地区の会議等に出るようになり、
大変なことを引き受けてしまったと毎回ドキ
ドキしながら会議に参加しています。
　先日関信越ブロック組合員交流集会に参加

し、分科会でいろいろな地域の支えあいやまちづくり活動の
発表をきき、医療生協のすそ野の広さを学びました。また基
調報告では医療生協のめざしているものが、国連総会で採択
されたSDGs「持続可能な開発目標」のとり組みと同じである
ことに感動しました。
　「地域のつながりが私たちの健康を左右する。」この言葉を
頭において、桐生地区で少しでもお役に立てるよう頑張って
行きたいと思います。皆様のご指導よろしくお願い致します。

太田・館林区域
大塚　紀夫

桐生区域
髙橋　喜代美

2019年度文化行事

映画
「ひろしま」
上映決定！
　世界で唯一の被爆国として、ヒロシマ・ナガサキで起きた事実を伝
えること、さらに核兵器廃絶の世論を高める運動につなげていくこと
（ヒバクシャ国際署名の取り組み等）を目的に、今年の文化行事は、被
爆から８年後の1953年に制作された「ひろしま」を上映することとし
ました。

〈詳細は次号でご案内します。〉
日　時：12月４日（水）　午前の部・午後の部・夜の部
入場料：前売り1,000円（当日1,300円）
会　場：群馬県公社総合ビル多目的ホール

主催：群馬中央医療生生活協同組合
問い合わせ　生協事務局　組合員活動課　TEL　027-265-3531

　10月１日からの消費税10%への増税に対し
て、「増税は困る」「生活の見通しがつかない」な
ど切実な声が高まっています。前号に引き続き

「消費税とはそもそもどういう税金か」について
全国商工団体連合会「2019年度版自主計算パン
フレット」からの転載で紹介いたします。

消費税増税
ストップを！NO.4

膨大な滞納を招く欠陥税制
　国税の滞納額で最大の税金は消費税です。2016年度の新規発
生滞納額は6221億円、このうち消費税は3758億円で全税目の60%
に及んでいます。滞納額は申告所得税の３倍以上で滞納件数は
2016年度で54万件、約298万件の課税業者の約18%、５人に１人
が滞納していることになります。
　免税点が1000万円に下げられて、消費税の滞納はますます広
がっています。本来、多くの滞納者が生まれる税金はまともな
税金ではありません。滞納者に対し、納税を強制すれば、倒産
や廃業が増えるだけです。

消費税は「戦争税」
　消費税は戦争と一体です。ヨーロッパでは、第１次世界大戦
中のドイツで戦費調達税（1916年）として始まりました。日本
でも中国侵略の財源として一般消費税が立案されました（1936
年）。戦争法を強行した安倍政権は米軍基地を強化し、軍事費増
大と同時に消費税増税を進めています。

新任理事紹介
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「ぐんままるごと健康チャレンジ」に参加しよう！
　「ぐんままるごと健康チャレンジ」は群馬県が提唱する「ぐんま元気（GENKI）の５か条」と趣
旨・目的が重なりあうものです。県が、平成28年度群馬県民健康調査・栄養調査の結果からわかっ
た現状と県民の皆様に向けた健康につながる生活習慣のポイントをまとめて作成したパンフレット

「ひと目でわかる『元気県ぐんま』をつくる生活習慣」について群馬県から転載の許可をいただきま
したので、一部をご紹介いたします。
　「生活習慣を見直したいが、なかなかきっかけがない」と思っている方、ぜひ、「ぐんままるごと
健康チャレンジ」に参加してみませんか。
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地域活動アラカルト

　生協強化月間に向けての「班長・
サポーター会議」を開きました。
　支部の運営にはたくさんの組合員
の力を借りる必要がありますので、
運営委員と班長に加えてサポーター
のみなさんにも声をかけました。
　会場も大泉町公民館から東葉館へ移して、会議の後には、楽し
い交流の時間も設けました。
　会議では、「ゆいの家」で初めて開くお祭りについて小野里充
弘副支部長より提案があり、祭りの名前を「医療生協ゆいの家フ
ェスティバル」とすること、10月20日（日）に開催すること、
実行委員会形式で取り組むことが満場一致で承認されました。
　集合写真を撮った後は、宴会場で美味しい会席料理をいただき
ながら、ビンゴゲームで盛り上がりました。
　帰りの時間までは日帰り温泉でリラックスしたり、売店の洋服
を羽織ってファッションモデル気分になってみたり、おしゃべり
に夢中になったりと楽しい時を過ごし、みんな大満足した様子で
バスに乗り込みました。� （支部長　川島玲子）

　“♪むすんでひらい〜て　てをうってむすんで〜♪”—公民館に元気
な歌声と時折大きな笑い声がひびきます。８月24日（土）の南町支部
の学習講座での様子です。
　講師は駒形町在住の戸部光子さん。音楽療法とは「音楽を通じて脳
を活性化させるリハビリテーション法のひとつ」ということですが、
キーボードを持参してはるばる南町までお越しいただきました。きっ
かけは今年の総代会。木瀬東支部の報告におもしろそうと思い、お願
いしたところ快諾いただいたものです。
　13名の参加でおよそ一時間余り、大きな声で懐かしい童謡・唱歌を
歌いながら指や手を
使っての頭の体操。
思うようにいかない
自分の指を笑い飛ば
しながらのひととき
は、よびかけ通り”
音楽療法で心も体も
リフレッシュ“した
ものとなりました。
（支部長　中村佳子）

　フレイルを改善できた理由
　奇跡の復活を遂げた小池梅子さん。小池さんがフレイルを改善できた要因を松尾なりに考えてみました。「前向きな性格、
お世話好き、おしゃべりも好きそう」「近所の高齢者仲間とペットボトルのキャップを詰めた袋を使ったキャップバッグ体操
をやって下肢筋力が強化された」「口まわりの筋力があるので、口をしっかり閉じて鼻で呼吸ができている」「野菜づくりが趣
味、多分料理もバラエティに富んだもの」など、元気な高齢者の生活ぶりが目に浮かびます。でも一番の要因は、毎週木曜日
の午後、桐生協立診療所のストレッチ班会への参加を10年間継続していることだと思うのです。
　大泉千代田支部の飯田美江子さん（71歳）も、毎週金曜日に『ゆいの家』へ通ってきます。４年前の飯田さんは、からだ
の痛みもあって家事も十分にできない状態で、気分的にも落ち込んでいたようでした。ところが、ロコモ体操の効果もあって
か、今では見違えるほど元気になってきました。

医療生協の班会の良さ
　東京保健生協の『いこいの家』での交流会で、飯田さんが「医療生協の班会の良さ」についてお話ししてくれたのでご紹介
します。「行政が主催の体操教室などは２ヶ月くらいで終わってしまうけど、医療生協の班会はずっと続けて参加できるのが
良いと思う。」
　小池さんと飯田さんは、ともに班会への参加を継続したことによって、フレイルの状態から脱することができました。「継
続は力なり」を実感します。ただし、「運動を継続したから元気になった」という単純なものではないような気がするのです。
　体操の指導者である私が言うのもおかしな話ですが、「小池さんと飯田さんは、ストレッチやロコモ体操をしなくても、班
会へ出てきたことで元気になれたのではないか？」とも思ってしまうのです。お二人にとっては、仲間が待っている安心して
通える居場所があったことがラッキーでした。

仲間とつながることでフレイル予防
　どこの支部でも『ゆいの家』のような居場所はすぐに見つからないかもしれません。それなら、「お食事班会」や「おしゃ
べりカフェ」を、支部の居場所にしちゃいましょう！
　「体操ができなくなったから、レインボー体操班へ行くのをやめました！」では、もったいないですよ！体操をやっている
のと同じお部屋で同じ時間に、「編み物班」や「小物作り班」が活動できたらいいなぁと思っています。無理に運動をしなく
ても、健康で長生きできる可能性は十分にあります。医療生協だったら「仲間とつながる」ことでフレイルを予防していきま
しょう！� （大泉千代田支部　医学体操指導者　松尾初美）

８
１

８
24班長・サポーター会議を開催！ 「歌声と笑い声ひびいて」

医療生協の班会をフレイル予防・改善の
「居場所」「通いの場」へ（後編）

太田地区大泉千代田支部 中毛地区南町支部
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土
）
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数
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中
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名
の
出
席
で
第
４
回
理
事

会
を
開
催
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主
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議
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①　

会
務
報
告
に
関
す
る
件

　

②　

専
門
委
員
会
報
告
に
関
す
る
件

　

③�　

第
１
四
半
期
経
営
概
況
と
経
営
改
善
方
針
に
関
す
る
件

　

④�　

事
務
幹
部
人
事
に
関
す
る
件

　

⑤�　

助
け
合
い
の
会
活
動
開
始
に
関
す
る
件

　

⑥�　

就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（２０１９年8月末）
組　合　員� ３６，85１人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： ２７，5２5人
　太田・館 林 地 域　組合員：　６，１84人
　桐生・みどり地域　組合員：　３，００１人

出　資　金� ９億７,85６万１,１００円
一人平均出資金� ２６，5７６円

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

９
月
号
８
面
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
【
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生
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協
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合
連
合
会

　
　
【
正
】
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が
群
馬
県
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活
協
同
組
合
連
合
会
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６
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診
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所
ふ
れ
あ
い
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り
開
催
時
間
の
変
更

　
　
〔
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更
前
〕
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〜
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：
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〔
変
更
後
〕
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：
30
〜
15
：
00

中毛地区『WHO健康ウォーク』企画

健康ウォーキング開催のお知らせ
－桐生市水道山－（桐生市宮本町）
　秋の健康づくりとして『健康ウォーキング』を開催します。ど
なたでも自由に参加できます。歩くのは「ちょっと苦手」という
方も大丈夫。仲間と一緒に青空の下、ウォーキングで健康づくり
をしてみませんか？

○開催日　2019年11月７日（木）
◆集合場所および時刻　西桐生駅　午前10時15分
◆持ち物：お弁当・飲み物・ビニールシート・帽子・雨具
※ 雨天中止（小雨も含む）　※ 歩きやすい服装で
※ 参加申込はありませんので、参加希望の方は直接西桐生駅へお越しください。
※ トイレは水道山公園にありますがなるべく駅で済ませてきてください。
■ ウォーキング後看護小規模多機能型居宅介護施設「みんなの家つつみ」を見
　学します！
【お問い合わせ先】
群馬中央医療生協　組合員活動課（担当／小池）TEL 265-3531

電車に乗って行こう！

参加費
無　料

2019年度

第51回群馬県生協大会
2019年10月24日（木）午前10時～ 12時30分
９時40分開場　10時開始　９時50分までにご入場下さい

群馬県公社総合ビル　多目的ホール
前橋市大渡町１－10－７／ TEL027-255-1166

記念式典 ─────────────────
午前10時00分～ 11時00分
永年勤続表彰　組合員・団体表彰

●無料
●定員250名（10月８日（火）までにお申込みください）

記念公演 ─────────────────
午前11時15分～ 12時15分（予定）
※生協大会記念企画のため、午前10時よりご参加ください。

民族歌舞団　荒馬座　公演
民族芸能集『囃し　囃され　荒馬まつり』
主催　群馬県生協連・第51回群馬県生協大会実行委員会
お問合せ先：群馬県中央医療生協　組合員活動課　TEL 027-265-3531

桐生地区　WHO健康ウォーク
～県立ぐんま昆虫の森で懐かしき

里山を歩きませんか!!～
日　　時：10月28日（月）県民の日　　集合時間：９時30分
集合場所：県立ぐんま昆虫の森駐車場（無料）桐生市新里町鶴ケ谷460-1
入 場 料：無料　　歩く時間：1時間～1時間30分
大人も子どもも楽しめます！
【お問い合わせ先】群馬中央医療生協　桐生地区組合員活動課　TEL：0277-55-5777

太田地区WHO健康ウォーク　邑楽館林ブロックの企画
秋の多々良沼を歩きませんか？
日　　時：10月15日（火）　10：00〜12：00
場　　所：多々良沼　　集合場所：多々良沼公園　藤棚の下
【お問い合わせ先】
群馬中央医療生協　太田地区組合員活動課　TEL 0276-45-4989

中毛地区

第28回 健康まつり
日　時： 10月27日（日）10：00～14：00
場　所： 前橋協立病院 駐車場

主催　第28回健康まつり実行委員会
お問い合せ：医療生協組合員活動課　TEL 027-265-3531

ステージ
☆前橋清陵高等学校和太鼓部
☆「みんなで踊ろう」コーナー
☆職員有志による寸劇　･･･他

健康チェックと体力テスト
握力　立ち上がり骨密度測定
あなたに合わせたアドバイスも行います

模擬店
☆焼きそば
☆野菜直売(勢多農林高等学校)
☆フランクフルト
☆わたがし　☆からあげ　･･･他

お楽しみ抽選会あります！
はずれなし！

太田地区

医療生協ふれあい健康まつり
日時：11月23日（土）　11：00～14：00
場所：太田協立診療所1階・2階

◇模擬店　◇ステージ発表　◇健康チェックコーナー

主催　太田地区医療生協ふれあい健康まつり実行委員会
お問い合せ：医療生協組合員活動課 ☎0276-45-4989

守ろう平和と人権!! 地域まるごと健康づくり

第23回 健 康 ま つ り
日　時　11月9日（土）10時〜15時
場　所　桐生協立診療所�駐車場
主催：群馬中央医療生協　桐生地区　健康まつり実行委員会
お問い合せ：医療生協組合員活動課	TEL	0277-55-5777
　　　　　　　　　桐生協立診療所	TEL	0277-53-3911
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早
織

稲
穂
ゆ
れ
犬
の
し
っ
ぽ
も
四
拍
子　
　
　
　
　
　

亜
由
美

浴
衣
着
て
若
が
え
り
た
る
車
椅
子　
　
　
　
　
　

星
子

風
そ
よ
と
秋
の
山
々
ゆ
っ
く
り
と　
　
　
　
　
　

典
子

秋
し
ぐ
れ
そ
の
日
暮
ら
し
や
死
す
る
ま
で　
　
　

利
幸

東
京
の
水
源
奥
多
摩
青
い
山　
　
　
　
　
　
　
　

康
夫

主
語
の
な
い
話
に
あ
き
た
彼
岸
花　
　
　
　
　
　

小
夜
子

投
稿生

蝉
が
蟻
の
集
団
つ
つ
き
あ
い

風
鈴
の
音
酔
い
し
自
然
に
夢
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
ミ
ツ

赤
と
ん
ぼ
令
和
の
空
を
高
く
舞
ふ

新
米
を
炊
い
て
鬼
城
の
句
を
詠
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毅
峰

湿
原
の
草
も
小
蝶
も
風
の
秋

ひ
が
ん
花
天
女
の
忘
れ
し
こ
ろ
も
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
八
重
子

解
け
ま
し
た
忖
度
イ
コ
ー
ル
損
得
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糖
塩　

減

【
俳
句
】

【
川
柳
】
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　章恵（太田）　平内　実（桐生）

第
113
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会
　

2019
・
9

秋
日
暮
れ
猫
の
微
熱
に
一
喜
一
憂　
　
　
　
　
　

和
子

秋
暑
し
猫
の
居
場
所
の
定
ま
ら
ず　
　
　
　
　
　

星
子

遠
雷
に
耳
ひ
き
つ
け
る
メ
タ
ボ
猫　
　
　
　
　
　

丑
男

労
災
日
静
か
に
ね
む
っ
た
浅
間
山　
　
　
　
　
　

こ
や
ぎ

秋
の
夜
チ
ェ
ロ
の
音
ひ
び
く
山
の
家　
　
　
　
　

博
楽
夫

秋
暑
し
体
調
下
降
ひ
と
日
す
ぎ　
　
　
　
　
　
　

麗
子

お
茶
の
み
保
健
室
俳
句
会
　

2019
・
9

涼
し
さ
を
楽
し
み
に
来
る
保
健
室　
　
　
　

松
ち
ゃ
ん

中
日
和
青
田
の
穂
波
秋
茜　
　
　
　
　
　
　

信

お
わ
ら
節
胡
弓
の
音
か
な
し
風
の
盆　
　
　

タ
カ
オ
さ
ん

メ
タ
ボ
猫
ド
ッ
タ
リ
転
ぶ
厄
日
か
な　
　
　

た
ろ
う

お
薬
り
は
の
ま
ず
に
い
ら
れ
夏
越
え
た　
　

野
中

秋
あ
さ
く
青
草
の
び
て
虫
な
か
ず　
　
　
　

Ｋ
ち
ゃ
ん

三
日
目
の
尻
ひ
な
び
た
る
茄
子
の
馬　
　
　

健
ち
ゃ
ん

平
地
に
て
赤
と
ん
ぼ
飛
ぶ
ダ
ン
ス
か
な　
　

品
川
さ
ん

（
敬
称
略
）

こ
の
頃
、
家
の
周
り
に
ゼ
ニ
ゴ
ケ

が
た
く
さ
ん
増
え
て
き
て
し
ま
っ

た
の
で
、酢
で
や
っ
つ
け
ま
し
た
。

（
太
田
市　

春
山
祐
一
郎
）

退
職
し
て
元
気
に
な
る
と
思
っ
た

ら
大
間
違
い
！
身
体
の
あ
ち
こ
ち

違
和
感
が
な
い
日
は
な
い
。
何
か

生
き
が
い
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
月
日
は
ど

ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
…
あ
あ
。

（
太
田
市　

ゆ
り
り
ん
）

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」始
ま
り
ま
す

ね
。
何
事
も
長
続
き
し
な
い
の
で

す
が
、
30
日
間
な
ら
が
ん
ば
れ
る

か
な
。
健
康
寿
命
、大
切
で
す
ね
。

（
伊
勢
崎
市　

ピ
ノ
コ
）

猛
暑
の
影
響
で
庭
木
に
コ
ガ
ネ
ム

シ
が
大
量
発
生
し
ま
し
た
が
、
金

蔵
を
立
て
る
前
に
お
引
き
取
り
願

い
ま
し
た
。（前

橋
市　

い
が
り
ん
）

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
入
院
し
ま

し
た
。
い
つ
も
元
気
だ
っ
た
の
で

と
て
も
心
配
で
す
。
早
く
家
に
帰

っ
て
き
て
、
ま
た
い
っ
し
ょ
に
野

菜
を
と
り
た
い
で
す
。

（
太
田
市　

み
の
り
ん
）

「
仲
間
の
作
品
コ
ー
ナ
ー
」の
絵
手

紙
が
ど
れ
も
味
が
あ
っ
て
素
敵
で

す
ね
。
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
素

敵
な
趣
味
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん

を
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。
私

も
何
か
始
め
た
い
で
す
…
。

（
邑
楽
町　

す
ー
さ
ん
）

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
９
」を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
30

日
間
連
続
と
い
う
の
が
難
し
そ
う

で
す
。

（
前
橋
市　

建
川
友
子
）

「
ぐ
ん
ま
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
１
９
」
カ
タ
チ
は
変
わ

っ
て
も
健
康
を
守
り
続
け
る
こ
と

は
大
事
な
の
で
今
年
も
参
加
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

（
桐
生
市　

カ
マ
ジ
イ
）

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
毎
年
楽
し
み

で
〜
す
。（

玉
村
町　

ル
ン
ル
ン
）

訪
問
看
護
の
利
用
に
つ
い
て
や
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
、
と

て
も
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
前
橋
市　

ソ
ナ
ー
マ
マ
）

「
か
つ
て
な
か
っ
た
」
と
か
「
記
録

を
と
り
は
じ
め
て
最
大
」
と
か
、

い
ろ
い
ろ
異
変
が
続
き
ま
す
。
確

実
に
地
球
は
壊
れ
つ
つ
あ
る
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

十
五
夜
）

今
年
、八
十
歳
を
迎
え
ま
し
た
が
、

病
気
・
入
院
を
す
る
こ
と
も
な
く
、

毎
日
畑
仕
事
が
出
来
る
こ
と
に
感

謝
で
す
。
今
年
は
、
キ
ュ
ウ
リ
と

ナ
ス
が
た
く
さ
ん
採
れ
て
、兄
弟
・

知
人
に
あ
げ
て
と
て
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。

（
前
橋
市　

ふ
う
り
ん
）

健康長寿のために
オーラルフレイルを

予防しよう
協立歯科クリニック副所長　萓間　暁彦

日時：2019年11月７日（木）
　　　13：30～14：30（13：00開場）
会場：生協会館４階ホール

お問い合わせ ──────
群馬中央医療生活協同組合
協立歯科クリニック
〒371-0811
群馬県前橋市朝倉町830-1
TEL�027-265-6601
FAX�027-265-6603

いい歯デー　特別講演
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仲
間
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

水彩画　前橋市　贄田明美さん 絵手紙　前橋市　高瀬佳子さん

絵手紙　太田市　田中光代さん 絵手紙　太田市　田中章恵さん 絵手紙　太田市　Ｏさん

　８月24日(土)、晴天の青空の下、特別養護老人ホームほなみ１周年記念行事としての「ほなみ納涼祭」を、無事
に開催することができました。
　今回も大きな力を貸して下さったのは、日常的なお手伝いをしてくださる「ほなみの会」の皆さん、組合員さん、
リハビリ室の職員さん、地域の学生さんら総勢20名程のボランティアさんです。他、当日に参加してくださった方
も含め、会場設営から利用者さんの対応まで、幅広くお手伝いいただきました。
　また、舞台前では、前橋清陵高校和太鼓部の演奏、木村理事よりご紹介いただいた泉五郎さんの歌謡ショーや下
朝倉八木節保存会の演技、大泉千代田支部の松尾さんの音頭による盆踊り、ご家族の弾き語り等が行われ、利用者
さんも歌ったり、体を揺らしたりと楽しまれていました。ボランティアの方のお手伝いで浴衣姿に変身した利用者
さんは、いつも以上に笑顔が輝いていました。
　祭りの最後には、群馬中央医療生活協同組合瀧口理事長ら有志職員の「平和のうた」が皆の胸に届けられ、夜空
に咲いた花火は「ほなみ」の夏の思い出となりました。

（特別養護老人ホームほなみ　施設長　萩原　教子）

１周年記念行事「ほなみ納涼祭」
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